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毎年１０月は、「リデュース・リユース・リサイクル推進月間（略称：３Ｒ推進月

間）」および「食品ロス削減月間」です。 

千葉市では、本期間中に啓発イベント等を開催しますので、お知らせします。 

 

１ フレスポ稲毛×千葉市「へらそうくんフェスタ２０２２」 

（１）趣旨 

食品ロス削減や使い捨てプラスチックごみ削減等ごみの減量・再資源化の普及啓発

を目的に開催しており、今年度は３年ぶりの開催となる。 

（２）日時 

令和４年１０月１日（土）１０：００～１６：００ 

（３）場所 

フレスポ稲毛 イーストモール（稲毛区長沼原町７３１－１７） 

（４）内容 

ア ペットボトルでストラップを作ろう 

使用済のペットボトルを使ってストラップを作る、子ども向けの工作コーナーを

開催します。 

（ア）時間 ①１０：３０～１１：３０、②１３：００～１４：００、 

 ③１４：３０～１５：３０ 

（イ）対象 ３歳～小学生 

（ウ）人数 各回先着１０名（当日受付） 

（エ）参加費 無料 

イ ごみ分別ゲーム 

ごみや資源物のカードを分別するゲームを通し、正しい分別を学びます。 

ウ 食品ロスの重さ体験 

家庭からの食品ロス量を一人あたりに換算した重さの箱を持ち上げ、食品ロスに

よる「もったいない」を体感することができます。 

エ ごみ減量クイズ 

ごみ減量やリサイクルに関するクイズを実施します。 

オ ごみ減量・再資源化のパネル展示 

千葉市やフレスポ稲毛店舗内の取り組み等に関するパネルを掲示します。 

※１０月３日（月）から１１日（火）まで継続して展示。 

１１日（火）は１４：００まで。 

カ ごみ削減キャラクター「へらそうくん」の登場 

キ その他 

各ブースの参加者には、プラスチックフリーカップ

（株式会社カミーノ PAPLUS®️）やカトラリーなどの啓

発品をプレゼントします。 

 

 

 令和４年９月２２日 

環境局資源循環部  

廃棄物対策課 

電話 ２４５－５２３７ 

   

 

１０月の「３Ｒ推進月間」・「食品ロス削減月間」にあわせ啓発イベント等を開催します 

 

記者発表資料 

ごみ削減キャラクター 

へらそうくん 
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２ 千葉市役所本庁舎におけるプチプチ®などの気泡緩衝材の拠点回収 

（１）趣旨 

気泡緩衝材を回収し、再び製品化する「PUTIPUTI RECYCLE PROJECT（プチプチリサ

イクルプロジェクト）」を行っている川上産業株式会社と、ごみ減量のための「ちば

ルール」行動協定を締結し、３Ｒ推進月間である１０月から市役所本庁舎においてプ

チプチ®️などの気泡緩衝材の拠点回収を開始することで、さらなる焼却ごみの削減とプ

ラスチックの資源循環を促進します。 

回収する気泡緩衝材は、大半がリサイクルに適した素材（ポリエチレン）を主原料

としており、この取り組みを通して再び気泡緩衝材等の製品に生まれ変わります。 

なお、すでに実施している使用済みコンタクトレンズ空ケースの拠点回収も継続し

て行っています。 

（２）回収開始日 

令和４年１０月３日（月）※開庁時に限る。 

（３）回収ボックス設置場所 

市役所１階 ロビー 

（４）回収品目 

気泡緩衝材（メーカーは問いません。有色も可） 

※インクやマジック、テープ類全般、紙の荷札やラベル、汚れ（泥・油・水濡れ）

などの付着物があるものは回収対象外（汚れやテープ等付着部分を除去すれば回

収可能） 

 

３ 食品ロス削減ワークショップ 

（１）趣旨 

食品ロスの削減および食べ物を「ごみ」としない意識の醸成を目指し、若年世代の

方々を対象としたワークショップを開催します。 

（２）開催日時  

令和４年１０月２９日（土）１１：００～１３：００ 

（３）開催方法  

Ｚｏｏｍでのオンライン開催（参加費無料） 

（４）対象  

市内在住・在学の高校生以上の学生 

（５）定員  

３０名（先着） 

（６）内容  

食品ロスについての講義、身近にある食品ロスの解決に向けたグループワーク 

（７）講師 

野々村
の の む ら

 真
ま

希
き

 氏（東京農業大学 国際食料情報学部 食料環境経済学科 助教） 

（８）申込方法 

以下の市ホームページから、１０月１４日（金）までに電子申請でお申し込みく

ださい。 

【URL】

https://www.city.chiba.jp/kankyo/junkan/haikibutsu/reducingfoodloss_works

hop2022.html 

 

 

https://www.city.chiba.jp/kankyo/junkan/haikibutsu/reducingfoodloss_workshop2022.html
https://www.city.chiba.jp/kankyo/junkan/haikibutsu/reducingfoodloss_workshop2022.html
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＜参考＞ 

１ 「３Ｒ推進月間」・「食品ロス削減月間」 

毎年１０月は、３Ｒ関係８省庁（財務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業

省、国土交通省、環境省、消費者庁）の定める３Ｒ推進に対する理解と協力を求めるための「リ

デュース・リユース・リサイクル推進月間（略称：３Ｒ推進月間）」であるとともに、食品ロス

の削減の推進に関する法律（令和元年法律第十九号）に定める「食品ロス削減月間」です。 

 

２ 川上産業株式会社 

  代 表 安永 圭佑（やすなが けいすけ） 

 所在地（東京本社） 東京都千代田区五番町 6-2 ホーマットホライゾンビル 5F 

 

３ PUTIPUTI RECYCLE PROJECT（プチプチリサイクルプロジェクト） 

川上産業株式会社では、使用済みの気泡緩衝材を回収し、分別したものを

再生原料メーカーで再ペレット化を行い、再び製品として販売するループリ

サイクルを推進しています。 

【URL】https://www.putiputi.co.jp/recycle 

 

４ ごみ減量のための「ちばルール」行動協定 

ごみ減量のための「ちばルール」とは、千葉市の地域特性を踏まえた 

「ちば型」の資源循環型社会の構築を目指し、市民、事業者及び行政の 

三者がそれぞれの役割と責任のもと、ごみ減量・再資源化の促進と環境 

への負荷低減に資する行動を実践するための指針のことです。 

市では、このちばルールに沿った取り組みを行っている事業者とごみ 

減量のための行動協定を締結しています。 

 

５ 野々村 真希氏 プロフィール 

【略歴】 

2016 年 京都大学大学院農学研究科博士課程修了 博士（農学） 

2016 年 大阪府立大学大学院人間社会システム科学研究科 研究員 

2017 年 安田女子大学家政学部生活デザイン学科 助教 

2019 年 東京農業大学国際食料情報学部食料環境経済学科 助教（現職） 

【プロフィール】 

  食品ロスが生まれる原因、食品ロスを減らすための方法について、特に消費者行動に着目して 

研究を行っている。 

https://www.putiputi.co.jp/recycle

